
2024 年度 福祉助成金（活動助成）成果報告書  

 

ふりがな はるはうすうんえいいいんかいおよび、いっぱんしゃだんほうじんみんなのおうちはるはうす 

団体名 ハルハウス運営委員会及び、一般社団法人みんなのお家ハルハウス 

代表者名 井上正貴 

連絡先 

住所 〒712-8024 岡山県倉敷市水島北春日町 5 番 17 号 

TEL 080-3898-8106 

E-mail haru.inoue313＠gmail.com 

URL https://www.facebook.com/minnanoouchi.haruhouse 

設立年（西
暦） 

      任意団体としては 2021 年 

助成活動名 ハルハウスにおける家族支援・伴走支援モデルの開発 

助成額      1,500,000 円 

活動内容 

目的 
みんなのお家ハルハウスの活動を法人化することにより、賛同、参画する仲間を
募る。また募った仲間とともに新しい支援の形を模索し、開発する。 

内容 

子ども食堂の活動をその起源とするハルハウスでは、疑似的な家族のような繋が
りを意図的に作り出すことで、ひとりの子どもやひとつの家族の周囲に、その当
事者が分断され孤立した、「社会」を作り直します。社会とのつながりを取り戻し
た家族は必要な社会資源につながり、ある人は法律に、ある人は医療に、ある人
は福祉に。それぞれの専門家、必要な支援機関につながります。 
ハルハウスでは、その前例を作り、より社会に必要なインフラを創出します。 
 

当初の
計画か
らの変
更点 

当初の計画では、任意団体のまま申請し、活動を助成してもらう予定だったが、実
際に計画を立てていたが、法人化を目指すことでより多くの関係人口と社会的な信
頼を勝ち取ることを選んだ。 

成果 

5/11倉敷美観地区の阿知まち広場にて、『minakuru+マルシェ』を開催&出店。 
このイベントは子ども等の支援に携わる 7 団体を出店者に迎え、100 名以上が参
加。情報発信と居場所の提供。どんな家庭でも参加できるよう心掛けた。 
5月以降、年間 10回以上の「ユースデイ」を開催。このイベントはハルハウスで行う
若者支援の居場所提供。心を落ち着けて語らえるよう、大人はその場から離れ食
事だけを共にする。別日にはこども食堂のボランティアにも参加。 
6月から緊急支援として家を失った若者 2 人を住居確保や生活保護に繋ぐ伴走を行
う。この支援では若者が抱える深刻な状況が判明し、橋本財団のスマホの貸し出
しにも助けられた。現在、2 人は生活保護を受給し、就労を目指している。 
様々な支援を通じて見えてきたのはやはり仲間の必要性。疑似家族的なつながり
を作り出すには、多くの世代や役割を持つ人たちの参画が急務。 
12月 12日、法人化。一般社団法人みんなのお家ハルハウス設立。 
水島学区小地域ケア会議に参加し、本来は計画に盛り込まれていなかった、子ど
もの参加しやすい企画と新たな仲間を増やす分野の追加に貢献。 
2月地元山陽新聞にハルハウスでの若者支援の取り組みが掲載。（2/2&2/3） 
3月「地域子ども見守り強化事業」の連携団体としての打診を受け、承諾。 
倉敷市子ども相談センターと倉敷市社会福祉協議会、ハルハウスの協働。 

今後の課題
と対応策 

3 月に受けた「地域子ども見守り強化事業」の連携、協働の打診は無事に決定し、4 月以降、
子ども食堂連絡会（仮）の設立に向けて動き始める。より多くの困難事例を取り扱うことに
なる見通しで、より多くの賛同者、参加者の発掘が必要となる。また 4 月には第 4 次倉敷市
地域福祉活動計画の策定委員の選ばれたため、この計画の如何によっては制度や計画でフォ
ローできないことについて、独自の計画を立て、事業を推し進めていくこととなる。なお、
この計画は 5 か年となり、長期的な視点で取り組む必要がある。 



写真の提出 

 

 

 

 

 


